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1. 武士道の逆襲　菅野　覚明（かんの　かくみょう）　講談社現代新書

東京大学文学部倫理学科卒業。専攻は、倫理学・日本倫理思想史。現在、東京大学助教授。

【日本倫理思想史】の著者、佐藤正英（東京大学名誉教授）の弟子　。2001年に「神道の逆襲」でサントリー学芸賞受賞。
感想：

本書を読んで、感じたこと：

1 新渡戸稲造の「武士道」が、当時の一般論しか述べていなかったことに気づかされる。武士道と言えども、時代とともに変化せざるを得なかったのであり、実際に変化してきたのである。
―＞特に現代の我々がイメージしがちな武士道は、明治期に作られた明治武士道であり、新渡戸の武士道は、も『明治武士道』とした方がその内容に相応しいと思える。（本書では、新渡戸「武士道」の正体を明らかにしている）。
2 武士道の真のイメージが明らかになってくる。また、新渡戸武士道への批判という観点だけではなく、日本人のありようという観点でも述べている。
―＞明治期に作られた国家道徳としての「武士道」を明示することで、武士が実在していたそれ以前の時代の元祖「武士道」の姿を克明に記すことであると思われる。
そして、武士の私的な主従関係を徹底的に否定しながら、その関係を天皇と国民との関係にスライドさせる。（矛盾をはらみつつも、明治維新後の近代日本の構成原理として国民国家の中心に据えられた。）そうした原理が戦後日本では、否定された。
しかし、（特に筆者は言及していないが）、依然としてそこにも「戦後武士道」とでも称すべきものが存在するように感じられる。「戦後武士道」とは何か。今後に残された課題のように思われる。
3 キリスト教と武士道は相いれないように思われる。
―＞キリスト教信者の新渡戸稲造が武士道を説くことには、若干疑問がわく。

同じキリスト教信者の内村鑑三は、「武士道の上に接ぎ木（つぎき）されたるキリスト教をうちたてる」と言っているが？　よく分からない。 

新渡戸稲造のいう「武士道」とは何か？
この本では、著者は、新渡戸稲造のいう「武士道」について次のように述べている。

新渡戸武士道は、明治国家体制を根拠として生まれた、近代思想である。それは、第日本帝国を近代文明の担い手たらしめるために作為された、国民道徳思想の一つである。（混乱する武士道の概念　１３頁他）。なぜなら
1 武士道という言葉が一般に広く知られるようになったのは、明治中期以降のことである。

（特に日清・日露戦争と相前後して軍人や言論界の中から盛んに「武士道」の復興を叫ぶ議論が登場してくる）。今日の武士道イメージの骨格を形つくっているのは、おおむねこの時期に数多く著された武士道である。そして新渡戸「武士道」もその中に一つである。

2 新渡戸の語る武士道精神なるものは、武士の思想とは、本質的に何の関係もない。（この批判は、「武士道」の日本語版が、刊行された直後に既に歴史学者の津田左右吉によってなされており、「武士道」を研究する専門家の中では当たり前のことである。
3 今日流老布している武士道論の大半は、明治武士道の断片や焼き直しであり、それらは、武士の武士らしさを追求した本来の武士道とは異なり、国家や国民性（明治武士道では、しばしば、「武士道」と「大和魂」同一化される）ところの一つである。
4 武士が生きた時代に、武士の武士たるあり方として形成された「武士道」と、武士が退場した時代に、日本国民の日本国民たるあり方として編成された「明治武士道」とは明確に違う。
｢武士｣とは？

「武士」「昔は兵（ツワモノ）などと呼んでいた」とは、とは一体どういうものだったのか？
1 戦闘を本来の業とする者である。武士は、普段の日常生活そのものが。根本的に戦いを原理にしている人々である。

2 武士は、妻子家族を含めた独特の団体を形成して生活する。

3 武士は、私有の領地の維持・拡大を生活の基盤としてかつ目的とする存在である。そして所領を維持・拡大する力は、武力を行使する戦闘にある。

―＞武士道とは、自己の自立を懸け、己と己の一部たる妻子、共同体のために戦う。私的戦闘者であることに根ざした思想である。
「明治維新」とは何か？

明治維新は、単なる政権の交代でなく、社会体制を根本から変革しようとする一種の革命であった。（明治維新は支配者としての武士階級を抹殺し、それまでの地域絶対君主であった藩主（＝大名）に換えて天皇を全国民の君主に据えた革命であった。）そして武士に換えて徴兵制を敷き国民を兵隊にした。しかし「百姓兵」には武士のような道徳律がなく、兵としては極めて弱体であった。そのために武家の道徳であった武士道に代わる道徳が必要であり、それが「軍人勅諭」となり「教育勅語」となった。新渡戸の武士道もその流れの中で書かれたものである、と述べている。
【参考】
教育勅語：

朕が思うに、我が御祖先の方々が国をお肇めになったことは極めて広遠であり、徳をお立てになったことは極めて深く厚くあらせられ、又、我が臣民はよく忠にはげみよく孝をつくし、国中のすべての者が皆心を一にして代々美風をつくりあげて来た。これは我が国柄の精髄であって、教育の基づくところもまた実にここにある。
　汝臣民は、父母に孝行をつくし、兄弟姉妹仲よくし、夫婦互に睦び合い、朋友互に信義を以って交わり、へりくだって気随気儘の振舞いをせず、人々に対して慈愛を及すようにし、学問を修め業務を習って知識才能を養い、善良有為の人物となり、進んで公共の利益を広め世のためになる仕事をおこし、常に皇室典範並びに憲法を始め諸々の法令を尊重遵守し、万一危急の大事が起ったならば、大義に基づいて勇気をふるい一身を捧げて皇室国家の為につくせ。かくして神勅のまにまに天地と共に窮りなき宝祚（あまつひつぎ）の御栄をたすけ奉れ。かようにすることは、ただに朕に対して忠良な臣民であるばかりでなく、それがとりもなおさず、汝らの祖先ののこした美風をはっきりあらわすことになる。

　ここに示した道は、実に我が御祖先のおのこしになった御訓であって、皇祖皇宗の子孫たる者及び臣民たる者が共々にしたがい守るべきところである。この道は古今を貫ぬいて永久に間違いがなく、又我が国はもとより外国でとり用いても正しい道である。朕は汝臣民と一緒にこの道を大切に守って、皆この道を体得実践することを切に望む。
朕が思うに、我が御祖先の方々が国をお肇めになったことは極めて広遠であり、徳をお立てになったことは極めて深く厚くあらせられ、又、我が臣民はよく忠にはげみよく孝をつくし、国中のすべての者が皆心を一にして代々美風をつくりあげて来た。これは我が国柄の精髄であって、教育の基づくところもまた実にここにある。

汝臣民は、父母に孝行をつくし、兄弟姉妹仲よくし、夫婦互に睦び合い、朋友互に信義を以って交わり、へりくだって気随気儘の振舞いをせず、人々に対して慈愛を及すようにし、学問を修め業務を習って知識才能を養い、善良有為の人物となり、進んで公共の利益を広め世のためになる仕事をおこし、常に皇室典範並びに憲法を始め諸々の法令を尊重遵守し、万一危急の大事が起ったならば、大義に基づいて勇気をふるい一身を捧げて皇室国家の為につくせ。かくして神勅のまにまに天地と共に窮りなき宝祚（あまつひつぎ）の御栄をたすけ奉れ。かようにすることは、ただに朕に対して忠良な臣民であるばかりでなく、それがとりもなおさず、汝らの祖先ののこした美風をはっきりあらわすことになる。

ここに示した道は、実に我が御祖先のおのこしになった御訓であって、皇祖皇宗の子孫たる者及び臣民たる者が共々にしたがい守るべきところである。この道は古今を貫ぬいて永久に間違いがなく、又我が国はもとより外国でとり用いても正しい道である。朕は汝臣民と一緒にこの道を大切に守って、皆この道を体得実践することを切に望む。

軍人勅語【５カ条】

一　軍人は忠節を尽くすを本分とすべし。
一　軍人は礼儀を正しくすべし。
一　軍人は武勇を尊ぶべし。
一　軍人は信義を重んずべし。
一　軍人は質素を旨とすべし。
